
韓
国
で
の
癩
病
に
関
す
る
最
古
の
記
録
は
、
西
歴
四
五
三
年
の

１

「
三
国
遺
事
」
に
書
か
れ
た
「
瘻
疾
」
だ
と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
が
癩
と
同
一
で
あ
る
か
ど
う
か
は
断
定
で
き
な
い
。
医
学
的
に
癩

と
云
え
る
疾
病
の
記
録
は
、
李
朝
第
四
代
世
宗
の
十
年
（
一
四
二
八
）

十
月
の
「
世
宗
実
録
」
に
み
ら
れ
る
。
他
方
、
癩
患
者
の
救
療
に
関

す
る
最
も
古
い
記
録
は
、
世
宗
二
七
年
（
一
四
四
五
）
十
一
月
の
「
実

録
」
で
、
済
州
島
に
癩
病
流
行
し
、
治
療
所
を
設
け
病
人
を
集
め
、

２

医
生
・
僧
人
を
し
て
治
療
せ
し
め
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
他

に
、
二
、
三
の
記
録
が
あ
る
が
、
近
代
医
学
に
よ
る
癩
の
救
療
は
今

世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
、
日
本
と
同
じ
く
韓
国
で
も
ま
ず
外
人
宣
教

医
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
に
は
、
次
の
よ
う
な
施
設
が
あ

３

つ
た
。

Ｈ
大
邸
一
九
一
二
年
米
国
北
長
老
教
会
の
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
が
、

主
と
し
て
日
本
統
治
時
代
の
韓
国
に

お
け
る
救
癩
事
業
と
周
防
正
季
博
士

佐
久
間
温
巳

大
邸
府
南
山
町
で
救
療
を
始
め
、
翌
年
三
月
に
は
患
者
十
名
を

収
容
。
以
後
患
者
が
増
加
し
た
の
で
、
一
九
一
六
年
大
郎
府
達

城
郡
達
西
面
内
唐
洞
に
八
○
名
収
容
の
大
郎
癩
病
院
を
新
築
。

一
九
三
五
年
七
月
当
時
の
収
容
患
者
は
六
五
○
名
で
あ
っ
た
。

尚
、
一
九
三
八
年
五
月
以
来
大
邸
愛
楽
園
と
改
称
し
た
。

口
光
州
一
九
○
九
年
米
国
南
長
老
教
会
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
、
光

州
郡
孝
泉
面
鳳
仙
里
に
光
州
癩
病
院
を
設
立
。
一
九
二
六
年
十

一
月
、
麗
水
郡
栗
村
面
新
豊
里
の
半
島
に
移
転
し
、
麗
水
ビ
ー

ダ
ー
ウ
オ
ル
フ
癩
病
院
と
改
称
、
更
に
一
九
三
五
年
三
月
、
麗

水
愛
養
園
と
な
っ
た
。
一
九
三
八
年
末
の
収
容
患
者
は
七
○
四

名
を
数
え
た
。

日
釜
山
一
九
一
○
年
米
国
北
長
老
教
会
の
ア
ー
ビ
ン
が
、
釜
山

赤
崎
半
島
に
釜
山
癩
病
院
を
建
設
し
、
数
名
の
患
者
を
収
容
し

た
の
が
噴
矢
で
、
翌
年
英
宣
教
医
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
が
所
長
と
な

っ
た
。
そ
の
後
発
展
し
て
一
九
三
七
年
に
は
、
釜
山
相
愛
園
と

改
称
し
た
。
一
九
三
九
年
末
の
収
容
患
者
は
六
二
名
で
あ
っ

た
。

一
九
一
○
年
八
月
の
日
韓
併
合
後
、
多
く
の
総
督
府
立
医
院
が
設

４

立
さ
れ
た
が
、
癩
療
養
所
は
一
九
一
六
年
二
月
総
督
府
令
第
七
号
に

(107)267



よ
っ
て
計
画
さ
れ
た
小
鹿
島
慈
恵
医
院
が
最
初
で
あ
っ
た
。
翌
一
九

一
七
年
四
月
、
定
員
百
名
の
病
院
が
完
成
し
、
業
務
が
始
め
ら
れ

た
。
初
代
院
長
は
蟻
川
享
一
等
軍
医
で
、
場
所
は
全
羅
南
道
高
興
郡

錦
山
面
に
あ
る
小
鹿
島
と
い
う
島
の
一
画
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
花

井
善
吉
二
等
軍
医
正
、
矢
野
俊
一
郎
氏
と
院
長
が
変
っ
た
が
、
施
設

も
次
第
に
拡
張
さ
れ
、
一
九
三
○
年
に
は
収
容
患
者
七
○
○
名
と
な

っ
た
。小

鹿
島
慈
恵
医
院
が
飛
躍
的
に
発
展
し
た
の
は
、
昭
和
八
年
九
月

に
周
防
正
季
博
士
が
院
長
に
就
任
し
て
か
ら
で
、
彼
の
政
治
力
、
実

行
力
に
加
う
る
に
、
昭
和
七
年
十
二
月
に
結
成
さ
れ
た
朝
鮮
癩
予
防

協
会
の
全
面
的
支
援
を
う
け
、
世
界
第
一
と
云
わ
れ
た
大
療
養
所
が

建
設
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
因
に
、
小
鹿
島
慈
恵
医
院
は
昭
和
九
年
十

月
よ
り
小
鹿
島
更
生
園
と
改
称
し
た
。

周
防
正
季
博
士
は
、
明
治
十
八
年
十
月
八
日
、
滋
賀
県
栗
太
郡
老

ム
チ
ザ
キ

オ
オ
ガ

上
村
で
、
代
々
鞭
嵜
八
幡
宮
宮
司
の
大
神
家
の
四
男
と
し
て
出
生
。

明
治
三
五
年
、
同
村
の
医
家
周
防
氏
の
養
子
と
な
り
、
明
治
三
八
年

一
月
愛
知
県
立
医
学
専
門
学
校
に
入
学
、
同
四
二
年
三
月
卒
業
と
同

時
に
県
立
岡
崎
病
院
外
科
に
就
職
。
翌
年
官
界
に
入
り
、
広
島
県
防

疫
官
補
と
な
っ
た
。
大
正
三
年
養
父
死
亡
の
た
め
帰
郷
、
開
業
し
た

が
、
同
五
年
に
は
滋
賀
県
技
師
、
学
校
衛
生
主
事
と
な
っ
て
再
び
官

途
に
つ
い
た
。
大
正
八
年
愛
知
県
技
師
に
転
じ
、
更
に
大
正
十
年
三

月
に
は
、
京
畿
道
衛
生
課
長
と
し
て
渡
鮮
、
総
督
府
技
師
も
兼
ね
、
麻

薬
中
毒
の
絶
滅
に
尽
力
し
た
。
大
正
十
五
年
よ
り
昭
和
二
年
ま
で
、

現
職
の
ま
ま
欧
米
に
出
張
、
帰
国
後
は
開
城
慈
恵
医
院
の
医
官
も
兼

務
し
た
。
小
鹿
島
慈
恵
医
院
の
拡
張
が
計
画
さ
れ
る
や
、
自
ら
進
ん

で
院
長
に
就
任
、
モ
ッ
コ
を
か
つ
い
で
病
院
建
設
の
先
頭
に
立
っ

た
。
昭
和
八
年
小
鹿
島
全
島
を
買
収
、
昭
和
十
年
十
月
、
収
容
人
員

四
○
○
○
人
の
大
療
養
所
が
竣
工
し
た
。
更
に
第
二
、
第
三
期
の
拡

張
工
事
を
進
め
、
昭
和
十
四
年
に
は
六
○
○
○
人
収
容
の
世
界
一
の

大
癩
病
院
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
功
績
に
よ
り
勅
任
官
待
遇
と
な

り
、
昭
和
十
五
年
に
は
朝
鮮
施
政
三
十
週
年
記
念
第
一
回
朝
鮮
文
化

功
労
賞
を
授
賞
、
更
に
同
年
九
月
に
は
、
第
十
四
回
日
本
癩
学
会
会

長
を
つ
と
め
た
。

多
数
の
患
者
を
収
容
す
る
癩
療
養
所
の
管
理
運
営
は
困
難
を
伴

い
、
そ
の
遂
行
に
は
あ
る
程
度
の
束
縛
が
必
要
と
な
る
が
、
そ
れ
が

患
者
の
恨
み
を
買
っ
た
の
か
、
昭
和
十
七
年
六
月
二
○
日
一
狂
暴
患

者
の
凶
刃
に
倒
れ
、
五
七
歳
の
生
涯
を
終
え
た
。
「
小
鹿
島
に
骨
を

埋
め
る
覚
悟
」
と
い
う
就
任
の
挨
拶
が
現
実
と
な
り
、
誠
に
哀
惜
に
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堪
え
な
い
思
い
で
あ
る
。

側
佐
久
間
温
巳
初
期
の
植
民
地
医
療
に
お
け
る
現
役
軍
医
の
役
割
日

本
医
史
学
誌
三
十
巻
二
号
六
四
’
六
六
昭
和
五
九
年
四
月

尚
、
御
教
示
い
た
だ
い
た
邑
久
光
明
園
園
長
原
田
禺
雄
先
生
、
長
島
愛

生
園
園
長
友
田
政
和
先
生
に
感
謝
の
意
を
捧
げ
ま
す
。

（
西
尾
市
民
病
院
）

(3)（2）（1）

業 三
木
栄
朝
鮮
医
学
史
及
び
疾
病
史

申
汀
植
韓
国
の
癩
一
九
八
二
年
四
月

西
川
義
方
朝
鮮
小
鹿
島
更
生
園
を
通
し
て
観
た
る
朝
鮮
の
救
癩
事

太
平
洋
戦
争
全
般
の
軍
の
衛
生
事
情
は
関
係
資
料
の
焼
却
散
逸
等

の
た
め
、
精
密
な
統
計
を
み
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
と
く
に
昭
和

十
九
年
以
降
の
も
の
に
そ
の
傾
向
が
著
し
い
。

こ
こ
で
は
終
戦
直
後
、
陸
軍
省
医
務
局
が
連
合
国
軍
総
司
令
部
宛

に
行
っ
た
「
陸
軍
衛
生
関
係
事
項
報
告
」
を
と
り
あ
げ
、
本
土
決
戦

準
備
に
お
け
る
衛
生
事
項
を
報
告
す
る
・

陸
軍
衛
生
関
係
事
項
報
告
は

一
、
昭
和
加
・
９
．
５
陸
軍
省
医
務
局

衛
生
機
関
所
在
並
二
病
床
数
表

二
、
昭
和
加
・
９
．
５
大
本
営
陸
軍
部

陸
軍
病
院
船
現
況
調

三
、
昭
和
加
・
９
．
５
陸
軍
省
医
務
局

日
本
武
装
軍
ノ
健
康
二
関
ス
ル
報
告

太
平
洋
戦
争
末
期
の
陸
軍
衛
生
事
情

（
第
一
報
栄
養
及
び
体
力
の
状
況
に
つ
い
て
）

１

清
水
勝
嘉

、
，
ノ

ハ
鼻三
宅
雅
史
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